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　本日のゲストは、青少年委員会・学友小委員会の
佐藤聡委員長と交換留学生として８月台湾に行く菅
原倖夏さんです。後ほどご挨拶を頂きます。
　さて、今月６日にトルコ南部、シリア国境近くで
起きたマグニチュード7の大地震では、亡くなった
方が 35,000 人を超え、未だ行方不明の方も大勢い
る大変な状況が続いています。地震の大きさに 12
年前に発生した東日本大震災のことが蘇ってきまし
た。関連死を含めると 23,000 人の方がなくなる大
災害で主に津波による被害でしたが、トルコは建物
の倒壊により亡くなる方が多数で、建物の構造や老
築化が大きな要因の一つとされているようです。後
日ロータリーの義援金募集があるかと思いますが、
ご協力よろしくお願い致します。
　私は地震というと「震度」が地震の大きさで、マ
グニチュードについては良くわからずにいましたの
で少し調べてみました。
　まず、今回のトルコの地震はマグニチュード 7.5
で、東日本大震災はマグニチュード 9、最大震度 7
でした。数字が大きいほど被害も大きいのかと思い
がちですが、マグニチュードが小さい地震でも大き
な被害が生じることがあるということです。
　マグニチュードは地震そのものの大きさ（規模）

を表すもので、地下の地盤がどれだけ壊れたかとい
うことに対して、震度は特定の場所における揺れの
強さ、体感や被害程度を表すもので明確な指標はな
いとのことです。現在は、揺れの加速度を周波数別
にフィルタリングして、それらしい値に近づくよう
にした計測震度を用い、全国 4,300 ヵ所以上に設
置してある計測時計から自動的に気象庁にデータが
送信される仕組みになっていて、それがマスコミで
も速報報道されますが、そんな国は日本だけだそう
です。何れにしても何が起こるかわからない今日で
は、備えあれば憂いなしということになりますで
しょうか。
　また、このような情勢の時にと思いますが、本日
はバレンタインデーです。現在のバレンタインデー
がイベントになったのは諸説あるようですが、キリ
スト教圏では一般的に恋人や大切な家族に贈り物を
することが習わしとなっています。しかし日本では、
昭和 33 年頃から始まり昭和 50 年頃に定着し、毎
年 2 月に売り上げが落ちることで悩んでいた菓子
店主が企画を発案したと言われ「女性が男性に対し
て、親愛の情を込めてチョコレートを贈る」という
日本型バレンタインデーの様式が成立したようです。
しかし、バレンタイン事情は変化し「本命チョコ」
に続き、チョコレートは自分へのご褒美として予算
はいとわないという女性が増え、「友チョコ」「義理
チョコ」は減少し、「感謝チョコ」が増えていると
のことでした。
　本日は、この後インフォーマルミーティングです。
目的は「ロータリーをよく知り、会員同士の親睦を
深めることにあります。この会合は少人数が集まっ
て自由に討議する会合です。」とあります。皆さん
からの活発なご意見をお願い致します。

冨田喜美子さん
　本日は各テーブルで次のことを話し合い、後ほど
代表の方からお話をいただきたいと思います。内容
は、①入会前ロータリーに対してどのようなイメー
ジを持っていたか、②ロータリアンになって良かっ
たこと、③これからのロータリー活動についてです。
菅原  成規  君
　ロータリーに対してのイメージは、「様々な年代
の偉い人達がコミュニケーションを取り合い奉仕活
動をしている」です。ロータリアンになっての感想
も奉仕活動をして地域貢献しているなというイメー
ジです。鶴岡クラブは転勤族の方もおられ、ロータ
リーで知り合いができた、他の業種の方々とお付き
合いすることができるようになって良かったという
意見がありました。これからのロータリー活動です
が、鹿児島西、東京東江戸川、会津若松南などの姉
妹・友好クラブと交流を活発にやっていきたいと思
います。入会して 13～ 4年になりますが、続けて
いる理由は色んな人たちと交流が出来る事です。い
ろいろな人との交流が大事だと思っています。
加藤 静香 さん
　入会前のロータリーに対するイメージは、「あま
りイメージがわかない」「社会奉仕の団体でなかな
か入りにくい団体だ」という意見がありました。藤
川さんは 46年、上野先生も 20年以上と非常に長
くロータリーに所属していらっしゃいます。なぜそ
こまで長くロータリアンでいたか、を振り返ってい
ただきましたところ、色々な業種の方との出会いに
よって、自分を高めてもらえるから、普段自分たち
が出会えない方達とお話をする機会に恵まれて、そ
れが非常に刺激的であって楽しいからというお話が
ありました。これからのロータリー活動では、若い
方の活動を積極的に支援していきたい、色んな方と
の交流を通じて、自分自身を高めていくということ
をもっと強化していきたいという話もありました。
迎田　健 君
　父がロータリー現役のまま亡くなり、私が継続し
て入るということで、私はロータリーがどういうも
のか大体分かりながら入らせていただきました。　
　ロータリアンになっての感想、やはり事業主の
方々はロータリーの会員でなければ交流できない
方々との交流が一番自分を高めることになるという
ことが皆さんの御意見でした。企業が成熟し、社長
から会長になると社会に奉仕することが義務になる。
そういった方々の集合がロータリアンではないかと
いうお話もお聞きしました。これからのロータリー
活動のことは、世界との繋がりを持ちながら活動し
ていくということが重要であると思います。他国で
ああいう大きな震災などがあった時もロータリーの
必要性が出てくるのではないかという気が私はしま
した。

会 長 挨 拶 会長／西川 富美子

西川富美子君　佐藤地区副幹事、青少年交換留学生の菅原こな
つさん本日はありがとうございました。楽しん
でお勉強してきてください。このあとのイン
フォーマルミーティング、皆さんからの活発な
ご意見をお願いいたします。

佐藤　詩郎君　佐藤地区副幹事、青少年交換留学生の菅原倖夏
さん本日はご来訪ありがとうございました。

佐藤　   聡君　鶴岡ロータリークラブの皆様には青少年奉仕活
動で大変お世話になっております。日頃のご協
力に感謝申し上げます。

末次　大介君　トルコ地震の一日も早い収束をお祈り申し上げ
ます。

理事会・クラブ協議会③

うどん打ち家族例会（華夕美日本海）
   ３月 21日（火）

   ３月 ７日（火）
   ３月 15日（水）

   ３月 28日（火）

鶴岡東ロータリークラブ訪問例会
祝日休会

インフォーマルミーティング

【報告事項】
1. 3 月の予定について
　3月   7 日（火）　クラブ協議会
　3月 11日（土）　PETS（会長エレクトセミナー）
　3月 15日（水）　鶴岡東 RCとの合同例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（新茶屋）
　3月 28日（火）　うどん打ち家族例会
【協議事項】
1. 次年度地区委員依頼について
　米山奨学・学友委員会委員　　西川富美子
　会員増強委員会委員　　　　　高橋　弘美
2. 鶴岡東 RCとの合同例会について
　3月 15日（水）新茶屋
　登録料は鶴岡西 RCとの合同例会同様に
　￥2,000（例会費分）をクラブ負担にします。
3. RAC 創立 50 周年式典について
　2月 25 日（土）実施の RAC 創立 50 周年の式
　典登録料については￥2,000クラブ負担と前回
　承認いただきましたが、懇親会￥6,000のクラ
　ブ負担は￥3,000 でどうか？　　　　→承認
4. 例会日の変更について
　4 月 7－9 日鹿児島西 RC 創立 60 周年式典参
　加のため、4 月 11 日第 2012 回例会を休会に
　して次回の 4 月 18 日に行い、6 月 13 日（休
　会日）に例会を行う。→承認（現在参加者 9名）
5. うどん打ち家族例会について
　 3 月 28 日（火）華夕美日本海で実施
　寒鱈汁家族例会と同様の料金設定ではどうか。
　登録料￥5,000（全国割で￥4,000、スマイル
　￥1,000）クーポンは飲み放題に充当
　家族・RAC￥3,000　交換留学生クラブ負担
　→承認　　＊華夕美日本海のバスが出ます　
　うどん打ちは希望者がいたら実施して持ち帰
　り用にする
6. 2023 年地区補助金申請
　締め切り　3月末
　　　→3/12 地区補助金セミナー
　　　　次年度 会長・幹事出席
　　　　会員から要望募り次回理事会で
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